
修士論文 

2012 年１月 

 

 

 

 

 

 

大学生の友人関係に関する研究 

－自我状態,および対人ストレスイベントとの関係について－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 中村延江教授 

心理学研究科 

臨床心理学専攻 

210J4014 

米川幹彦 



目次目次目次目次    

Ⅰ.問題と目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

Ⅱ.方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

Ⅲ.結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

Ⅳ.考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

引用文献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ⅠⅠⅠⅠ....問題問題問題問題とととと目的目的目的目的    

近年、特に 1980年代頃から大学生の友人関係が希薄化してきていることが指摘されてい

る。千石（1991）は現代の大学生は内面的な友人関係を避け、友人から低い評価を受けな

いように警戒したり、互いに傷つけあわないように表面的な関係を志向する傾向にあると

指摘している。また、友人関係の希薄化は自我同一性の拡散に繋がることが指摘されており（岡

田,1995）、“ふれあい恐怖”につながり、社会的な不適応に陥る可能性があると指摘している研究

もある（山田,1989）。このことから、希薄な友人関係の特徴について知見を深めることは、大

学生の不適応を未然に防ぐことに繋がることが予想される。岡田（1999）は現代の大学生の

希薄な友人関係について、現代的友人関係尺度を作成し、自己閉鎖、傷つき回避、傷つけ回避、

快活的関係 4 つの群があること指摘しており、各群によって性格的な特性が異なっていることを指

摘している。しかし、これまでの研究において現代的友人関係と性格特性との関連について取り上

げているものは少ない。そこで、本研究では大学生の希薄な 4 つの友人関係について、性格的な

要因を交流分析理論における自我状態との関連から検討していくことにする。また、4 つの希薄な

友人関係によって、人との関係の中で体験される葛藤やストレスも異なっていることが予想される。

そこで、本研究では現代的友人関係と対人ストレスイベント尺度との関連についても調査し、多面

的な視点から現代大学生の希薄な友人関係の特徴について検討していくことにする。 

ⅡⅡⅡⅡ....方法方法方法方法    

調査は 2011 年 6 月～7 月に実施された。調査対象者は私立大学に通う大学生 261名で、有

効回答数は 205 名（男性 49 名、女性 156 名）、平均年齢 20.0 歳（ＳＤ＝1.09）であった。  

調査票は自我状態を測定するために東大式エゴグラムⅡ（TEG‐Ⅱ）、希薄な友人関係のパ

ターンを測定するために現代的友人関係尺度（岡田,1999）、日常生活の中で体験される対

人ストレスイベントを測定するために、対人ストレスイベント尺度（橋本,1997）を使用し

各尺度間の関連を検討した。 

ⅢⅢⅢⅢ....結果結果結果結果    

得られたデータより、自我状態と現代的友人関係尺度との関連を明らかにすべく、相関分析を

おこなったところCPは傷つけ回避の関係、快活的関係との間に正の相関がみられた。NPは現代

的友人的関係、傷つけ回避の関係、快活的関係と正の相関が見られた。FCは傷つけ回避の関係、

快活的関係と正の相関がみられた。ACでは現代的友人関係、傷つき回避の関係と正の相関がみ

られた。次に自我状態のエネルギーがどのように機能しているかについて検討するため、重回帰

分析をおこなったところ、現代的友人関係の合計得点には、NP、FCが正の影響力を持っているこ

とが示された。下位尺度ごとにみると、傷つき回避の関係では NP、AC が正の影響力、傷つけ回

避の関係ではCP、NP、ACが正の影響力、快活的関係ではNP、FCが正の影響力を持っている

ことが示された。 

また、希薄な友人関係と対人ストレスイベントとの関係について明らかにすべく、相関分析をおこ

なったところ、現代的友人関係は対人ストレスイベント、対人劣等、対人摩耗との間に正の相関が

見られた。自己閉鎖の関係は対人劣等との間に正の相関が見られた。傷つき回避の関係は対人
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ストレスイベント、対人劣等、対人摩耗との間に正の相関が見られた。快活的関係は対人葛藤との

間に正の相関が見られた。 

次に、対人ストレスイベントに現代的友人関係がどのように関係しているのか明らかにするため

に、重回帰分析をおこなったところ、対人ストレスイベントの合計得点には傷つけ回避の関係が正

の影響力を持っていることがわかった。下位尺度ごとにみていくと、対人葛藤は傷つき回避、快活

的関係が正の影響力を、対人劣等には傷つき回避が正の影響力を、対人摩耗には傷つき回避が

正の影響力を持っていることが示された。 

ⅣⅣⅣⅣ....考察考察考察考察    

大学生の希薄な友人関係のパターンと自我状態の関係について、各友人関係のパターンに強

い影響力を持っていた自我状態について、友人から自分が否定されないように気を使う傷つき回

避の関係には従順だが、反抗心を含む AC のエネルギー、友人を不快にさせないように気を使う

傷つけ回避の関係には、相手への気遣いや思いやりを特徴とするNPのエネルギー、楽しく、円滑

だが表面的な快活的関係には、自由な感情の表現や明るい振る舞いを特徴とする FC がそれぞ

れ深く関係していることが示された。 

また、各対人ストレスイベントと現代的友人関係では、人との関係の中で生じる葛藤や社会的な

行動からの逸脱を特徴とする対人葛藤には楽しく、円滑だが表面的な快活的関係が、社会的スキ

ルなどの欠如によって触発される劣等感を特徴とする対人劣等には友人から自分が否定されない

ように気を使う傷つき回避の関係が、対人関係を円滑に進めようとすることによる疲労を特徴とする

対人摩耗には傷つき回避がそれぞれ深く関係していることがわかった。 

 結果から、大学生の希薄な友人関係パターンには特有の自我状態が関連していること、そして、

大学生の希薄な友人関係のパターンによって体験される対人ストレスイベントは異なることが明ら

かとなった。 
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